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概    要  
ＤＮＡチップを用いたトランスクリプトーム解析により、高血圧や糖尿病に特有な発現変動遺伝子群
をクラスター解析し、C9orf3、ACE2、IRAP/AT4 など、レニン-アンジオテンシン系遺伝子群が抽出さ
れた。ＲＴ-PCR を用いた解析で、IRAP/AT4 の発現低下が示唆された。IRAP/AT4 は受容体型アミノ










伝子転写調節 cis-element (Kidney Int 1996, J 
Cell Biochem 2004, J Cell Biochem 2007)、RAS
遺伝子型と累積腎生存率の関係  (Clin Nephrol 
1998, AJKD 2001)、腎症組織の RAS 亢進を見出
した(Diabetes Care 2006、Endocrinology 2007)。
また全国規模のコホートを構築し、薬剤介入と
RAS の関係を明らかとした(Diabetes Care 2009、





下を示す遺伝子クラスター No 11 の Gene 
Ontology 解析と Pathway 解析によりアンジオテ













































る。遺伝子の構造から Phe154 と Ala155 の間で分
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